
令和８年度

岐阜県小中学校音楽科研究部会 研究内容



【研究主題】

楽しさと確かさの中に美しさを求める子をめざして

～子どもの可能性を引き出す音楽科の授業～



・学習を生活の中の音楽と結び付けてさらに味わう子

・音楽を形づくっている要素を知覚し、その働きの
よさを感受しながら追求する子

・感受したことを音楽表現したり仲間と伝え合ったり
する子

・学びを振り返り、高まりを実感したり次の学びに
生かしたりする子

【願う児童生徒の姿】



【研究の視点】

(1)生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる
資質・能力を育むための指導計画の工夫

(2)個別最適な学びと協働的な学びを
効果的に位置付ける学習過程の工夫

(3)指導と評価の工夫



•実態に応じて題材で扱う〔共通事項〕を適切に位置付け
た指導計画を作成する。

•授業で学んだことが生活や社会とどのように関わり、ど
のような意味や価値をもつかといった意識を向けること
ができる場を指導の過程に位置付ける。

視点１ 生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を育むための指導計画の工夫

•９年間の学びのつながりや、他題材とのつながり、
他教科とのつながり等、学びの連続性や系統性を意
識し、領域や分野の配列を工夫する。



視点１ 生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を育むための指導計画の工夫
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教師も児童生徒も見通しを共有する。

本題材でどのような資質・能力を
身に付け、その後の学びに
どのように活かされていくか？



【これまでの学び】

わらべうた・お囃子・

箏・民謡等

→楽器の音色や旋律の感じ

【第６学年】

「越天楽今様」

雅楽「越天楽」

→ゆったりとした

優雅な旋律

中学校へ

【実践例１】小学校６年生：日本や世界の音楽に親しもう 「雅楽『越天楽』」

【地域の伝統的な祭り】

お囃子・雅楽

→日本の音楽の雰囲気

視点１ 生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を育むための指導計画の工夫



•９年間の学びのつながりや、他題材とのつながり、他教
科とのつながり等、学びの連続性や系統性を意識し、領
域や分野の配列を工夫する。

•授業で学んだことが生活や社会とどのように関わり、ど
のような意味や価値をもつかといった意識を向けること
ができる場を指導の過程に位置付ける。

視点１ 生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を育むための指導計画の工夫

•実態に応じて題材で扱う〔共通事項〕を適切に位置
付けた指導計画を作成する。
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【実践例１】小学校６年生：日本や世界の音楽に親しもう 「雅楽『越天楽』」



•９年間の学びのつながりや、他題材とのつながり、他教
科とのつながり等、学びの連続性や系統性を意識し、領
域や分野の配列を工夫する。

•実態に応じて題材で扱う〔共通事項〕を適切に位置付け
た指導計画を作成する。

視点１ 生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を育むための指導計画の工夫

•授業で学んだことが生活や社会とどのように関わり、
どのような意味や価値をもつかといった意識を向け
ることができる場を指導の過程に位置付ける。



【これまでの学び】

わらべうた・お囃子・箏・民謡等

→楽器の音色や旋律の感じ

【実践例１】小学校６年生：日本や世界の音楽に親しもう 「雅楽『越天楽』」

【地域の伝統的な祭り】

お囃子・雅楽

→日本の音楽の雰囲気

視点１ 生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を育むための指導計画の工夫

資料の提示・授業の中で想起できる言葉かけ

【第６学年】

「越天楽今様」

「雅楽『越天楽』」

→ゆったりとした

優雅な旋律

世界の国々の音楽

→旋律の感じや

音色について

日本の音楽との

共通点や相違点



・仲間や教師と対話し、学びを深める場を設定する。

・一人一人に応じた学習活動や学習環境を設定し、

自ら学習を調整しながら学びを深めていく学習過程

を工夫する。

視点２ 個別最適な学びと協働的な学びを効果的に位置付ける学習過程の工夫

•音楽的な見方・考え方を働かせ、思いや願いをもち、
どのように学ぶか自己決定する場を位置付ける。



視点２ 個別最適な学びと協働的な学びを効果的に位置付ける学習過程の工夫

よりどころとなる要素
「変化」

【実践例２】小学校６年生：曲想の変化を楽しもう 「思い出のメロディー」

短いフレーズから
大きなフレーズに
なっていくと盛り
上がっていいな

音が長くなると
遠くまで広がって
いく感じがするよ

旋律が高くなると
段々わくわくして
力強くなってくるよ

個別

協働的な学び

個別
個別



・仲間や教師と対話し、学びを深める場を設定する。

・一人一人に応じた学習活動や学習環境を設定し、自
ら学習を調整しながら学びを深めていく学習過程
を工夫する。

視点２ 個別最適な学びと協働的な学びを効果的に位置付ける学習過程の工夫

•音楽的な見方・考え方を働かせ、思いや願いをもち、
どのように学ぶか自己決定する場を位置付ける。



視点２ 個別最適な学びと協働的な学びを効果的に位置付ける学習過程の工夫

本時の学習過程

個

先生
グループ活動

グループ同士の交流

全 体交流

ペア同士の交流

ペア活動

音楽を形づくっている要素

グループ活動ペア活動

個

個



① １人で
四分の四拍子

8小節の
リズムをつくる

試す

再考する

【実践例３】中学校３年生
音色を生かしてボディーパーカッションアンサンブルをつくろう「Let’s  Create!」

② ペアで
リズムを重ねて
構成を工夫する

試す

再考する

試す

再考する

試す

再考する

③ １人で
音色を工夫する

④ ペアで
音色を工夫する

⑤他のペアと
交流し

音色を再考する

試す

再考する

共有したイメージをもとに、まとまりのあるアンサンブルをつくる

視点２ 個別最適な学びと協働的な学びを効果的に位置付ける学習過程の工夫
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視点２ 個別最適な学びと協働的な学びを効果的に位置付ける学習過程の工夫

【かりぼし切り歌】

歌う人が旋律を自由に伸ばした
り縮めたりしていて、ゆったりと
歌っているな。

旋律の動きもなめらかで、のん
びりとした動きに合うな。

【実践例４】
小学校５年生：日本の音楽に親しもう 「ソーラン節」／「かりぼし切り歌」

【ソーラン節】

同じ旋律を繰り返し歌うところ
が多くて、「ハイハイ」というかけ
声もあって、大勢の人が声を揃
えやすいな。

とても力強い感じがするな。

歌に合わせて動いてみよう。
みんなで一緒に歌ってみよう。

旋律線をなぞってみよう。
音源に合わせて歌ってみよう。

比較

自己選択 自己選択



・何ができるようになったか、どのようにしてできるよう
になったかという学びの高まりを言語化する場を位置付
ける。

視点３ 指導と評価の工夫

・あらかじめ学びの高まりを自覚する振り返りを具体的に
想定しておく。

・「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に
取り組む態度」の資質・能力の習得状況について判断し、
支援のための複数の手立てを準備する。



＜生徒＞
学んだことと、
学びの過程を振り返り、
言語化する。
→学びの高まりの実感

視点３ 指導と評価の工夫

＜教師＞
あらかじめ
児童生徒の出口の姿を
具体的に想定しておく。
→見通しをもって指導

【実践例５】中学校３年生
曲の背景と曲想との関わりを理解し、音楽表現のよさを味わおう 「花の街」



・何ができるようになったか、どのようにしてできるよう
になったかという学びの高まりを言語化する場を位置付
ける。

視点３ 指導と評価の工夫

・あらかじめ学びの高まりを自覚する振り返りを具体的に
想定しておく。

・「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に
取り組む態度」の資質・能力の習得状況について判断し、
支援のための複数の手立てを準備する。



視点３ 指導と評価の工夫

【実践例６】
中学校３年生：日本の伝統的な総合芸術に親しもう 能「敦盛」

本時の評価規準
「おおむね満足できる」状況（Ｂ）

「十分満足できる」状況（Ａ）の例

努力を要する状況（Ｃ）と判断され
そうな児童生徒への働きかけの例

→複数想定する
指導の見通し・的確な見取り

⇔指導改善



令和８年度

岐阜県小中学校音楽科研究部会 研究内容

【研究の視点】

(1)生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を

育むための指導計画の工夫

(2)個別最適な学びと協働的な学びを効果的に位置付ける

   学習過程の工夫

(3)指導と評価の工夫
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